
五
十
鈴
関
東
の
小
山
サ

ビ
ス
セ
ン
タ


グ
ル

プ
初
太
陽
光
発
電
導
入

多
角
的
な
環
境
対
策
で
脱
炭
素
化
推
進

事務所棟のほか、カーポートの屋根にも設置

　
五
十
鈴
グ
ル

プ
︵
本

社
・
東
京
都
千
代
田
区

社
長
・
鈴
木
勝
氏
︶
で
北

関
東
地
区
の
コ
イ
ル
セ
ン
タ

事
業
を
担
う
五
十
鈴

関
東
︵
本
社
・
栃
木
県
小

山
市

社
長
・
太
田
博
英

氏
︶
の
小
山
サ

ビ
ス
セ

ン
タ

︵
Ｓ
Ｃ
︶
は
こ
の

ほ
ど

太
陽
光
発
電
設
備

を
導
入
し
た

省
エ
ネ
ル

ギ

化
や
二
酸
化
炭
素

︵
Ｃ
Ｏ

︶
排
出
量
の
削

減
に
よ
り

脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
ほ

か

災
害
な
ど
有
事
に
お

け
る
電
源
確
保
に
も
活
用

す
る

グ
ル

プ
内
で
の

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入

は
今
回
が
初
と
な
る


　
太
陽
光
発
電
設
備
は
新

設
し
た
カ

ポ

ト
と
事

務
所
棟
の
屋
根
に
設
置

し

年
間
約

万
７
千
ｋ

Ｗ
ｈ
︵
月
平
均
約
２
万
２

３
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
︶
の
発
電

を
見
込
む

発
電
し
た
電

力
は
自
家
消
費
に
充
て


消
費
電
力
の
軽
減
を
図
る

と
と
も
に

一
部
を
蓄
電

機
に
充
電
し

停
電
時
の

非
常
用
電
源
と
し
て
活
用

す
る


　
小
山
Ｓ
Ｃ
で
は

す
で

に
グ
リ

ン
電
力
へ
の
契

約
変
更
も
完
了
し
て
お

り

太
陽
光
発
電
と
併
せ

た
エ
ネ
ル
ギ

転
換
に
よ

り

グ
ル

プ
総
排
出
量

全
体
の
４
％

グ
ル

プ

Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
２
排
出
量
全

体
の

％
に
相
当
す
る


ま
た
同
グ
ル

プ
は

年

に
Ｃ
Ｏ

排
出
量
の
算
定

に
関
す
る
第
三
者
保
証
を

取
得
し

排
出
量
の
可
視

化
を
通
じ
て
削
減
施
策
を

推
進
し
て
い
る


　
こ
の
ほ
か

小
山
Ｓ
Ｃ

で
は
鋼
板
製
品
の
台
座
に

使
用
す
る
廃
木
材
の
リ
サ

イ
ク
ル
研
究
も
進
行
中


こ
う
し
た
多
角
的
な
環
境

へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ

小
山
市
か
ら
﹁
お
や

ま
グ
リ

ン
・
ア
ク
シ


ン
・
ア
ワ

ド
２
０
２
４
﹂

も
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い

る


　
　
▼
２
面
に
関
連
記
事
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